
 

「持続可能な地域づくりを担う人材の育成に向けて」 

 

 

岡山県は、人口減少問題の克服や、本県の持続的な発展の実現に

向けて、平成２７年１０月に「岡山県人口ビジョン」及び「おかやま

創生総合戦略」を策定しました。 

 

また、岡山県教育委員会は、平成２８年２月に策定した「第２次

岡山県教育振興基本計画」の中で、より良い地域社会の形成に向け、

地域に関する学習や若者の地域活動の充実を図り、地元への愛着や

住民のつながりを深めるなど、学びを通じて、持続可能な地域づくり

を担う人材の育成に努めることとされました。 

 

岡山県生涯学習審議会では、これらの基本方針を踏まえ、学びを

通じた持続可能な地域づくりについて、今後の進めるべき施策の 

方向性を審議してきました。つきましては、次の取組を進めていた

だきますよう提言いたします。 

 

 

１ 多様な主体との連携 

 持続可能な地域づくりを進めるためには、行政や学校、地域 

住民、企業、ＮＰＯ等の多様な主体が相互に連携し、持続的に活動

できる仕組みづくりが必要です。 

特に、県内に約４３０ある公民館は、学びを通じた地域づくり

の拠点であり、教育委員会と首長部局とがお互いの強みを生かし

ながら車の両輪となって、地域の実態に応じた施策をより効果的・

効率的に推進していくことが必要です。 

 

 

 



 

 

２ 多様な主体をつなぎ合わせるキーパーソンの確保と育成 

上記１の多様な主体をつなぎ合わせるためには、キーパーソン

となる、社会教育主事や公民館職員、地域コーディネーター等の

専門職員の人材の確保とその育成が必要です。 

また、育成にあたっては、研修内容や方法の工夫などにより、

専門職員の意識改革や資質向上を図ることが不可欠です。 

さらに、社会教育主事については、全市町村配置に向けて、 

市町村に対する働きかけを一層強めることが必要です。 

 

 

３ 次世代の地域づくりを担う人材の育成 

  地域づくりを持続的なものとするためには、子どもたちが地域

づくりの担い手へと成長し、そしてその次の世代へバトンをつな

いでいくというサイクルが必要です。 

そのためには、子どもたちが地域に誇りと愛着を持って、地域

課題を自ら解決しようという当事者意識や実践力を身につけられ

るよう、発達段階に応じて地域で活躍する出番を提供することや、

その活動を顕彰するなどの取組を、地域ぐるみで進めていくこと

が必要です。 

 

 

平成２８年８月２日 
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